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梅雨期の寒冷前線の南下による島根県の大雨について

来 海 徹 一
＊

　島根県の大雨予想資料の一環として，梅雨前線上の低

気圧が日本海を東進するにつれて，寒冷前線となって南

下するときに降るものを取扱った．

　1953～1957年の5ケ年間の15例について調べてみる

と，stripes状の雨域の走向によって4っの型に分けら

れ，これらは湿舌，10w　level　jetおよび気層の安定度

によってそれぞれ特徴ずけられる．

は　し　が　き

　島根県における梅雨期の大雨は地上気圧配置から4つ

の型1）に分けられる．その内の一つとして，梅雨前線が

北上し，前線上の低気圧が日本海を東進するにつれて，

寒冷前線となって南下する場合がある．

　しかしこの場合に常に大雨があるのではなく，たとえ

ば1957年の梅雨期ではこのような揚合が3回発生し，そ

のうち1回は島根県大田市付近に3時間に150mmの局

地的大雨があった．他の2回は島根県に獄大雨はなく・

1回は鳥取県東部に80mm，また他の1回は山口県東部

に180mmの大雨があった．このように同じような地上

気圧配置でも大雨の状態は異っているので局地予報のた

めの手掛りをさらに上層に求める必要がある．

　梅雨期の大雨の機構として集風線とこれによって形成

される湿舌が重要であることが大谷博士2）によって示さ

れている．湿舌については，われわれの場合とほぼ同じ

場合について解析された秋田市付近の大雨3），および長

野県の大雨4）についても湿舌の存在が明瞭に示されてい

る．また下層の強風域についてはその後豊富な観測資料

を用いた研究5）・6）のによって，大雨時には対流圏の中，

下層に強風域を伴っていることが明らかにされ，10w

level　ietとして注目されている．

　次に問題となるのは最大雨域の発生場所であるが，寒

冷前線に伴うしゅう雨の詳しい雨量分布図を作ってみる

と雨域はstripes状をなしており8），また雨域がこのよ

うにstripes状を呈する原因としては10wleveljetの

重要性が指摘されている9）・10）．

　そこで1953～1957年の5ケ年間の15例について調べて
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みるといずれも雨域はstripes状をしており・この走向

によって4つの型に分けられる．そしてこれらの4つの

型は湿舌，10w　level　jetおよび気層の安定度の状態に

よってそれぞれ特徴ずけられることが判った．ここでは

湿舌の状態は700mbの露点分布から・10w　level　jetは

米子の上層風あるいは130。Eにそった断面図からみる

ことどし，4つの型についてそれぞれ例をあげて述べる・

　1．大雨域のないもの

　この例のとき寒冷前線（第1図）は6月20日から21日

にかけて西日本を通過したがその後閉塞し・秋田付近で

は20日から21日にかけて日量90mmの雨量があった．湿

舌（第2図）は秋田方面にあり，米子の上層風（第3図）

は寒冷前線の通過後は強まるが，その前面では弱い．こ

のとき島根県には大雨はない．

　2．大雨域の走向がWNW－ESEのもの
　この例のとき全国的にみると7月8日から9日にかけ

て北海道南東部，中部地方の西部および北九州に大雨域

がある．中国地方ではstripes状の雨域は3つあるが・

地上前線の状態（第4図）からみると寒冷前線の南下に

よるものは鳥取県東部および島根県中部のものと考えら

れる．湿舌は中部地方にある（第5図）．米子の上層風

（第6図）では寒冷前線の前面の1．5kmと3～4・5km

に風の強いところがある．雨域の走向（第7図）は3km

以上の風向とほぼ平行である．断面図をみると7月8日

0時には米子上空650mbに65ノット（温位：318。K）

の10w　level　jetがあるが，12時間後の第8図では米子

上空650mb（温位：3180K）と潮岬上空550mb（温位：

323。K）に弱い10w　level　jetがある．しかしこの例の

ように寒冷前線の前面の風に南分が入らぬとき，およぴ

下層から上層までの風向が不揃のときは10w　level　jet

があっても大雨はない．山口県にある80mmの雨域は地

上前線の状態からみて前線が南下停滞後に降ったものと

考えられる．

　5．大雨域の走向がSW－NEのもの

　この走向のときは2．のときよりは雨量が多い．降雨

群の移動方向はstripes状の雨域に平行なものと，ほぼ

直角に動くものとがある．
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第11図　米子の上

層風（ノット）

1955．　6．　28－29．

28．9時

　5－1降雨群の移動方向が雨域

の方向と一致するもの

　この例のとき第9図で示すごと

く寒冷前線は日本海を南下後6月

28日15時ごろには山陰沿岸に達

「し，その後停滞した．　（第10図）

は九州北部から本州にそって北東

にのびている．米子の上層風（第

11図）は下層から上層まで西南西

である．

　このときのstripes状の雨域

（第12図）はほぼ中国山脈にそっ

て南西から北東に走っており，海

から陸地に上陸するところすなわ

1…¢

どの雨が降っており，この降雨群は前線

が南下停滞後に発生している．

　断面図では寒冷前線の前面の6月28日

12時には米子上空560mbには65ノット

（温位：323。K）の10w　level　jetがあ

り，12時間後の6月29日0時（第14図）

には南下して板付上空560mb（温位：

323◎K）と760mb（温位：310。K）に55

ノットのものがある．

　一方米子の上層風，湿舌等の状態が良

く似ているのに最大雨域がより南に位置

している場合があるので例をあげる．
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寒冷前線の前面で島根県の東部を西から東に動くもの

（第13a図）があるがその量は少い．次いで南西から北

東に動くもの（第13b図）があり，この降雨群でほとん
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　　a5　　　　　　　　3び

第14図130。Eに沿う断
　面図（1955．6．29．0時）

　この例（1957年7月2日一3日）のとき地上天気図（第

15図）からみると前例（第9図）からの最も著しい相異

点は前線が瀬戸内まで南下していることである．湿舌

（第16図）および米子の上層風（第17図）は前例と良く

類似している．stripes状の雨域（第18図）は2つあっ

てその走向は米子の上層風にほぼ平行であり，また最大

雨域はstripes状の雨域の南側のものが海から上陸する

ところにある．このときの降雨域の移動を毎時雨量分布

図（第19図）からみると，山口県東部から広島付近をへ

て北東に動くものと，これとは別に中国山脈上をほぼ同

時に北東に動くものとがある．

　これらの降雨域が寒冷前線の南下に伴って発生した

か，あるいは前線が南下後停滞してから発生したかにつ

いては7月3日3時および6時の前線の位置（第20図）
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からみるとゴ降雨は前線の通過前から始まり，通過後ま

で続いているようである．

　以上の2例はともに前線の近接で降る雨であって，し

たがって最大雨域がどこに発生するかは寒冷前線がどこ

まで南下するかにかかっている．

　3－2降雨群の移動方向が大雨域の方向に直角なもの

　この例のとき地上天気図（第21図）でみる如く寒冷前

線は中国地方を南下し，今までの例とは異ってさらに太

平洋にまで移動している．また湿舌（第22図）は中国地

方の西部にある．米子の上層風の変化（第23図）はリッ

ヂについでトラフが通過したことを示しており，寒冷前

線の前面では下層から上層まで西南西の風が強い．最大

雨域の位置（第24図）は，3－1の場合ではstripes状

の雨域が海から上陸するところに発生したが，この揚合

には中国山脈の風上側にあり雨域は山脈に平行に走って

132 B3 1…昇

60

　　　旧
切〆

40
　　　　　　20
　　m
◎観

㊧

4切

黛釦

　　20

20

如
20

20

ω

昂

20

Bl 132　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1

日雨量分布図（20mmおき）1956．6．23－24．

弘

1958年10月

第24図

19



320 梅雨期の寒冷前線の南下による島根県の大雨について

雀
！33’

　　　　　芝
　　　　／｛二〕）

　　　　勧
．。〆グ

　l　　　　　　　　　　　B3

（a）　1956．6。23．11－12h

35

祖

　　　20　　σP

20

⑳
　10

1…3」　　　　　　　　　　1

　（b）　12－13h

　　　　第25図

1…蛇 B3

5…6

10

旧

沙
．

tO

沙

ρ
20

10 3∫ヨ5

　　　132　　　　　　　　　1

　　　　　（c）　13－14h

毎時降水量の分布

　　　　　　o　　　　ノ

ヨ5

励

　　　　1
（d）　14＿15h

B2 134

36

09賀

12亀

15抜
i♂

β、

少

1…外

34

’！（・　　…っ　　k、
　　　　　、　　　　一箱
　　’～甲、、　　　，

一…’一’ ”’…辱・』・！幻

廓
　・、■～、．PO

　、■一
＿．．脚

　辱・■　」閣■　■
　　軸■■■　一－

　　　辱、
．勲載二切

’

甲4

　輯　．　　　　　　－

！　　　〆 ■卿一巳、

”．　　－一　　　’
．．”一・■”’

一一・20

一㌧辱一、

．，』刊0

．－，，…’ド

　ー　■　　　一　　■　『　’　　『

黛’　　　0
｝・…

．・　”　　’一”

．ド・．・”甲

r．，・一　　一け甲

．一，．．．、一20

　轟　●　■　一　一　一

20

閑
1。詑

．…身”

1Ω0ノ ，努

　，・’98

／（㌻〆

．，…β 働
’
ノ 、

、

・
、
　

・＿．二こ二……’一咽　　40’、、

　　　　　　　　卸　　面、、
　　　　　　　　　　叩

蜘

蜘

7α〕30

　　　　　　　　　1000105　四　　働　 脚　　　丁
β2

35 30●

祖

　　＼＿－．亘．
lDO

項“＼ミー一一一一！

、諦

、、・40

、41

’
4
z

＿loo

皿 ／£2
　　　’＼4ら

104

1〔4

第26図　寒冷前線の移動
　　　1956．　6．　23

BO

　　　一しヨO　　　　　　　　　　　　　l40

第28図　700mb面の等高線（実線：200ft
おき）と500－850mbのシックネス（破線：
100ftおき）1956．6．24．0時

磯

刃

40

刃

第27図130。Eに沿う
　　　　　断面図
　　1956．6．24．0時

140

0

　　訣

謝、

！000

！

〃

、。z

ノ

H

010

ノ

BD l　D

40

孤

第29図　地上天気図（1952．6．29．21時）

、
130 140

40

ヨ0

　’0’一’1

610Z

iO4

ノ

∠≦’

　　　　　　　／一一：λ・ヘ
　　　　　　　ノ　ロノヨ　　　　　　！！　　　一）・
　　　　　　ノ！　ノ
　　　　　．！！’　　　　　　、
　　　　　ノ！　　　　’　　＼
　　　　！｛「　＿1
　　　ノ／　～．タ＼
　　αけ・　／・寝！／＼1　・
　　　　／　　　　　　　～06　　　！、♂オ　　か　’　！
　100∠　　　　　ソ　ノ
時｝17！．つ　　ノ激／
　∫’、／＞／㌦鵬
一一一・＾一i．．一網一’7　　　　0乙

　　　　「．7　！　！’

縦そノレ／
ノじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　　　　　／　＼
　　　　／　　＼
　　　　　　　、0
　　　〆
　　　3k　㏄

20

ノ

4α

30

第30図

　、30　　　　　　　　　　　　　140

700mb高層天気図（1952．6．29・21時〉

、天気”　5．1巳



梅雨期の寒冷前線の南下による島根県の大雨について

いる．そして毎時の雨量分布図（第25図）と寒冷前線の

移動を示す図（第26図）とから，雨域は寒冷前線に伴っ

て移動しているが最大雨域は島根県中部にあってほとん

ど動かないことがわかる．10w　level　jet（第27図）は6

月24日0時には鹿児島の上空600mb（温位：319。K）に

ある．10w　level　jetの緯度が低いことと，地上の前線

が太平洋にまで南下していることとは10w　level　jetが

地上前線に伴うものであることを示唆していると考えら

れる．

　第1表　各高度（50mbおき）の湿球温位と，飽和
　　に必要な上昇高度（米子，1956年6月23日12時）

飽和に必要な上昇高度
　　　　（mb）

521

気　　圧
（mb）

1000
950
900
850
800
750
700
650
600
550
500
400

湿球温位
　（。K）

293
295
296
294
293
293
292
292
291
292
294
294

38
42
31

37
36
57
50
46
38
22
20
30

　このときの寒冷前線の前面の米子の成層は第1表のご

とく対流不安定の状態であり，900mb以上の高度では

50mb程度の強制上昇があれば気層の転倒が起り得る状

態にあった．一方850～500mbのシックネス（第28図）

では沿海州から朝北部にかけて寒気の南下が明瞭で，山

陰地方は寒気の移流の場になっている．したがってこの

不安定な状態は，後面に強い寒気の移流を伴った寒冷前

線の南下によって中国山脈の風上側で解消したものと考

えられよう．

　4．大雨域の走向がほぼW－Eのもの

　この場合は最大雨域が島根県の沿岸部に起るもので，

島根県に於て予報上重要なものである．この例のときは

地上の寒冷前線は山陰沿岸にまで接近するが，中国地方

を南下はしない（第29図）．湿舌は山陰から日本海岸沿い

に北東にのびている（第30図．最大雨域の発生した島根

県大田市付近では1952年6月29日の22時から翌30日3時

にかけて雷を伴った150粍の局地的大雨があり，寒冷前

線の前面で暖気の流入が顕著であること，および強風層

（50ノット）の下降が報告11）されている．米子の上層風

（第31図）は寒冷前線の前面で東西～西南西の風が強い

が，特徴のあるのは大雨が降っていた29日24時に3～4

kmにその上・下両層とは異った西北西の風があること

である．雨量分布図（第32図）によるとstripes状の雨

域は1つで，中国山脈を横切って西北西から東南東に走

っており，この走向は米子の29日24時の3～4kmの風

向にほぼ平行している．「しかしこの3～4kmの風につ

いては上層風の観測資料不足のため，断面図が作れず詳

しいことは判らない．

　そこで資料の豊富な場合の1例について断面図を作っ

た．この場合寒冷前線は中国地方を南下し，7月30日09

時には四国南部に達している（第33図）．雨量分布（第

34図）は前例（第32図）ほど簡単ではなく，stripes状

の雨域は3つあって，山口県から島根県にかけて中国山
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322 梅雨期の寒冷前線の南下による島根県の大雨について

脈の風上側を南西から北東にのびるものと，中国山脈の

南側を南西から北東にのびるものとがあるが，主なもの

は山陰沿岸から東北東にのぴており，最大雨域は山陰沿

岸にある．断面図（第35図）をみると米子，板付間で600

～700mbに45ノット（温位：318。K）の強風域がある．

12時間前の7月29日0時にもほぼ同じ位置に50ノットの

強風域（温位：317。K）があり，これは10w　level　jet
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が認められるが，山陰沿岸に最大雨域が発生する場合米

子の上層ビ局部的な西～西北西の風が存在することか

ら，10w　level　jetと大雨の局地性との関連について少

し考察したい．

　肥沼博士12）はわれわれの場合と類似した気圧配置のと
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第33図　地上天気図
1954．7．29．9時
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と云えよう．この10w　level　jetの北側の米子上空700

～750mbには局部的に西風がある．　しかしこの局部的

な西風は前例（第31図）ほどその上，下層との風向，風

速の差異は著しくはない．このことが山陰の雨域が西南

西一東北東であること，および雨量分布が前例ほど簡単

でないことと何らかの関連を持っているかも知れない．

　ここまでのぺたいずれの型についても10w　level　jet

22

20　　菊　　00　　80　　100　　120　　140　160凱b

第36図　山陰沿岸に最大雨域が発生するとき，気層

　（米子）の各高度が飽和するに必要な上昇高度

　　　　　縦軸：気層の高度（mb）

　　　　　横軸：飽和に必要な上昇高度（mb）

きの降雨群の解析の結果，大雨の原因は地上ではなく上

層にあるとしている．また毛利氏13）によるとpolar

front　tropopauseの南端に伴う寒乾気と暖湿気の収れ

んが梅雨期の大雨原因の一つであるとしている．われわ

れの場合の断面図からも，米子はPolar　front　tropo一

無天気”　5・10．



梅雨期の寒冷前線の南ドによる島根県の大雨について 325

pauseの南端に位置しているが，雨量が山陰沿岸に局地

的に多いことは説明し難いようである．

　いま4．でとりあげたような場合の5例について気層

の各点が飽和するに必要な上昇高度を図示（第36図）し

てみると，下層ほど大きく，1000mbの高度では100～

150mbの上昇が必要であり，いずれの場合も地上付近

ではフェーン状態となっている．このことは気層の転倒

が大雨の原因とすれば，気層の転倒は下層からの強制上

昇によって起るものではなく，より高いところに上昇流

を生ずる機構が必要であることを示している．

　1953年6月下旬の九州の豪雨の際の10w　level　jet

（高度：4km，風速：60m／s）については中心の北側の

高度3km付近に強い上昇気流が計算されている14）．ま

た北海道におけるstripes状を呈した「しゅう雨の解析か

ら小元氏9）は10w　level　jet（高度：500mb，風速100

ノット）を上層の擾乱を生ずる要素として重要であるこ

とを指適している．また高橋博士その他5）によるとjet

streamの上陸によって生ずる擾乱が豪雨におけるtrig－

ger　actionの役割をすることが述べられている．　われ

われの場合も米子上空700mb付近に10w　level　jetと

関連して西～西北西の風として現われる擾乱を局地的大

雨の原因の一つとして考えたい．

　　　　　　　　　む　　す　　び

　梅雨期における島根県の大雨のうち，寒冷前線の南下

による揚合についてのべた．

　大雨がある時には寒冷前線の前面の対流圏の中，下層

でほぼ同一の風向の気流が卓越しており，山陰地方は湿

舌の域内にある．stripes状の雨域の走向によって4つ

の型に分けたが，その特徴を要約すると

　L　寒冷前線の前面の上層風に南分が入らず，またそ

の風向が不揃のときは大雨はない．

　2　寒冷前線南下後に風向が変化しない（北分を生じ

ない）ときは，最大雨域の位置は寒冷前線がどこまで南

下するかに関連し，雨域の走向は上層風にほぼ平行であ

る．

　3．　寒冷前線の前面で対流不安定の破れやすい成層で

あり，後面の寒気の移流が強いときは，中国山脈の風上

側に最大雨域が発生する．

　4．　寒冷前線の前面でフェーン現象が起り，700mb付

近に西～西北西の風が局部的に現われるときは，沿岸部

に最大雨域がおこる．

　終りにのぞんで資料を提供していただいた米子，浜田

両測候所，また終始御指導をいただいた三沢　前松江地

方気象台長に厚くお礼申しあげます．
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